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(57)【要約】
レセプタクル電力コネクタは、コネクタハウジングにお
いて支持される電力接点の第１および第２列を有して提
供される。コネクタハウジングは、低い輪郭を有し、さ
らに、電力接点は、それぞれが約１２０アンペア／線形
インチ（２．５４ｃｍ）の電流密度を達成する列を作っ
て配置される。
【選択図】図２Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記を有する電力コネクタ：
結合インターフェースを画定する前方端部を有し、この結合インターフェースはさらにス
ロットを画定するコネクタハウジング；
以下を有する２列の電力接点：
ハウジング、第１結合端部をそれぞれ画定する第１電力接点、および対向する第１マウン
ティング端部に支持される第１電力接点の第１列；
さらに、前記電力接点の第１列から、一定間隔で配置された位置でハウジングに支持され
た第２結合端部の第２電力接点の第２列であって、この第２電力接点の第２列は、第２結
合端部およびマウンティング端部を画定するもの；
であって、前記第１電力接点のそれぞれは水平パネルおよび個々のそれぞれの水平パネル
上のパネル係合部材を有し、コネクタハウジングに関して第１電力接点を保持するために
、パネル係合部材はコネクタハウジング上で補完的なハウジング係合部材と係合し、さら
に、補完的なハウジング係合部材は、それぞれコネクタハウジングによって画定されたそ
れぞれの換気窓に位置し、コネクタハウジングは、ほぼ６ｍｍと８ｍｍとの間の高さを画
定し、さらに電力コネクタは、２列の電力接点に沿って２．５４線形センチメートル当り
、１８０から２３０Ａの電流密度を有する。
【請求項２】
　前記電力コネクタは、電力接点の第１列に沿った線形の２．５４センチメートル当たり
９６Ａおよび１４０Ａの間の、かつこれを含む電流密度を有する、請求項１記載の電力コ
ネクタ。
【請求項３】
　前記補完的な係合部材は、ラッチを有する、請求項１記載の電力コネクタ。
【請求項４】
　前記パネル係合部材は、ラッチを有する、請求項１記載の電力コネクタ。
【請求項５】
　前記第１電力接点の第１列および第２電力接点の第２列は、相互からほぼ１．１ｍｍか
ら２．４ｍｍ間隔をおかれる、請求項１記載の電力コネクタ。
【請求項６】
　前記第１および第２の電力接点は、垂直の接点であり、さらに、コネクタハウジングは
、ほぼ６ｍｍと８ｍｍの間の高さを画定する、請求項１記載の電力コネクタ。
【請求項７】
　下記を有する電力コネクタ：
結合インターフェースを画定する前方端部を有し、結合インターフェースはさらにスロッ
トを画定するネクタハウジング；
以下を有する２列の電力接点：
ハウジングによって支持された第１電力接点の第１列であって、第１電力接点は、第１結
合端部および対向する第１マウンティング端部をそれぞれ画定するもの；
さらには、第２電力接点の第２列は、電力接点の第１列、第２結合端部をそれぞれ画定す
る第２電力接点、および対向する第２マウンティング端部から一定間隔で配置された位置
でハウジングに支持されて配置したもの；
であって、前記第１電力接点は、２対の接点尾部を有し、それぞれの２対の接点尾部は、
２つの単一の対応するバスの対応する１つに取付けられており、さらに、２つの単一の対
応するバスは、水平パネルによって相互に電気的に接続され、コネクタハウジングは、ほ
ぼ６ｍｍと８ｍｍとの間の高さを画定し、さらに電力コネクタは、２列の電力接点に沿っ
て２．５４線形センチメートル当り、１８０から２３０Ａの電流密度を有する。
【請求項８】
　前記第１電力接点は、水平パネルからそれぞれ延びる、複数の分離したブレードをさら
に有する、請求項７記載の電気コネクタ。
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【請求項９】
　前記２対の接点尾部は、スロットに対する方向に沿って平行に相互に均等に間隔をおか
れる、請求項７記載の電気コネクタ。
【請求項１０】
　前記電力コネクタは、第１電力接点の第１列に沿った線形の２．５４センチメートル当
たり９６Ａおよび１４０Ａの間で、それらを含む電流密度を有する、請求項７記載の電気
コネクタ。
【請求項１１】
　下記を有する電力コネクタ：
結合インターフェースを画定する前方端部を有し、結合インターフェースは、さらにスロ
ットを画定するコネクタハウジング；
以下を有する２列の電力接点：
前記ハウジングによって支持される第１電力接点の第１列であって、この第１電力接点は
それぞれの第１結合端部および対向する第１マウンティング端部を画定するもの；
さらには、第２電力接点の第２列は、　電力接点の第１列から一定間隔の位置でハウジン
グによって支持され、前記第２電力接点は、第２結合端部および対向する第２マウンティ
ング端部をそれぞれ画定するもの；
であって、第１電力接点は、２つの接点尾部のみを有し、２つの接点尾部のそれぞれは２
つの単一の対応するバスの対応する１つに取付けられ、さらに、２つの単一の対応するバ
スは相互から電気的に絶縁され、コネクタハウジングは、ほぼ６ｍｍと８ｍｍとの間の高
さを画定し、さらに電力コネクタは、２列の電力接点に沿って２．５４線形センチメート
ル当り、１８０から２３０Ａの電流密度を有する。
【請求項１２】
　前記第１電力接点は、この第１電力接点のそれぞれの水平パネルからそれぞれ延びる複
数の分離したブレードをさらに有する、請求項１１で要求されるような電力コネクタ。
【請求項１３】
　２対の接点尾部は、スロットに対する方向に沿って相互に均等に間隔をおいた、請求項
１１記載の電力コネクタ。
【請求項１４】
　電力コネクタは、第１電力接点の第１列に沿った線形の２．５４センチメートル当たり
１８０Ａから２３０Ａの電流密度を有する、請求項１１記載の電力コネクタ。
【請求項１５】
　下記を有する電力コネクタ：
結合インターフェースを画定する前方端部を有し、結合インターフェースはさらにスロッ
トを画定するコネクタハウジング；
以下を有する２列の電力接点：
ハウジング、第１結合端部をそれぞれ画定する第１電力接点、および対向する第１マウン
ティング端部に支持された第１電力接点の第１列；
さらに、電力接点の第１列から一定間隔で配置された位置でハウジングに支持されて配置
される第２電力接点の第２列であって、第２電力接点は、第２結合端部および対向する第
２のマウンティング端部をそれぞれ画定するもの；
であって、コネクタハウジングは、ほぼ６ｍｍとほぼ８ｍｍとの間の高さを画定し、さら
に、電力コネクタは、第１電力接点の第１列に沿った３０℃のセ氏度温度上昇で線形の２
．５４センチメートル当たり１２０Ａの電流密度を有する。
【請求項１６】
　下記を有する電力コネクタ：
結合インターフェースを画定する前方端部を有し、結合インターフェースはさらにスロッ
トを画定するコネクタハウジング；
以下を有する２列の電力接点：
ハウジングによって支持された第１電力接点の第１列であって、この第１電力接点は第１
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結合端部および対向する第１マウンティング端部をそれぞれ画定するもの；
さらには、電力接点の第１列から一定間隔で配置された位置でハウジングによって支持さ
れて配置される第２電力接点の第２列であって、この第２電力接点は、第２結合端部およ
び対向する第２のマウンティング端部をそれぞれ画定するもの；
であって、コネクタハウジングは、ほぼ６ｍｍとほぼ８ｍｍとの間の高さを画定し、さら
に、電力コネクタは、第１電力接点の第１列に沿った３０℃のセ氏度温度上昇で線形の２
．５４センチメートル当たり９６Ａから１４０Ａの間で、これらを含む電流密度を有する
。
【請求項１７】
前記第１電力接点および第２電力接点は、コネクタハウジング内に前方端部設置である請
求項１、７、１１、１５、１６のいずれか１項記載の電力コネクタ。
【請求項１８】
前記電流密度は、２列の電力接点に沿って２．５４線形センチメートル当たり１８０から
２３０Ａである請求項１５または１６記載の電力コネクタ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この開示は、一般に電気コネクタに係り、より特別には、電力を送電するための電気コ
ネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１Ａおよび１Ｂを参照して、従来の電力コネクタ２０が、電力コネクタハウジング２
２と、それぞれ、頂部および底部列２８および３０に配置された頂部および底部電気接点
２４および２６を有して、例証されている。この電気接点２４および２６は、基板に取付
けるように構成されたマウンティング端部２８、および、他の電気装置から接点を受ける
ように構成される単一ビームから形成された結合端部２９を有する。電力コネクタ２０は
、接点２４および２６の結合端部２９と並置された前側側面２１、および接点２４および
２６を受ける後側側面２３を画定する。列２８の接点２４、および列３０の接点２６は、
それぞれ、各列に沿う接点が個別に、例えば、２．５４ｍｍ（または０．１００インチ）
のピッチで一定間隔で配置されるように、コネクタハウジング２２の後部内に搭載される
。
【発明の概要】
【０００３】
　１つの概念に従って、電力コネクタは、結合するインターフェースを画定する前方端部
を有するコネクタハウジングを有し、そこでは結合するインターフェースは、さらにスロ
ットを画定する。第１電力接点の第１列は、ハウジングによって支持され、第１電力接点
は、それぞれ、第１結合端部および対向する第１電力端部を画定する。第２電力接点の第
２列は、電力接点の第１列から離間した位置にハウジングによって支持され、第２電力接
点は、それぞれ第２結合端部および対向する第２マウンティング端部を画定する。それぞ
れの第１電力接点は、水平パネルおよび個々それぞれの水平パネル上のパネル係合部材を
有する。パネル係合部材は、コネクタハウジングに関して第１電力接点を保持するために
、コネクタハウジング上に補完的なハウジング係合部材と係合する。各補完的なハウジン
グ係合部材は、コネクタハウジングによって画定されたそれぞれの換気窓内に位置する。
【０００４】
　付加された線図と共に読むときに、実施例の以下の詳述と同様に、先の概要も、一層よ
く理解される。この発明を例証する目的で、図面は、現在好ましい実施例を示している。
しかしながら、この発明は、図面に示された特定の手段に限定されない。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
【図１Ａ】は、コネクタハウジング内に配置されたコネクタハウジングおよび頂部および
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底部接点を有する従来の電気コネクタの斜視図である；
【図１Ｂ】は、図１Ａにおいて例証された電気コネクタの頂部および底部接点の斜視図で
ある；
【図２Ａ】は、例実施例に従って構築された電力接点の頂部および底部列がある電気な直
角のレセプタクルコネクタの斜視図である；
【図２Ｂ】は、図２Ａにおいて例証された頂部および底部電力接点の斜視図である；
【図２Ｃ】は、２Ｃ－２線に沿って得られた図２Ａにおいて例証された電気コネクタの断
面図である；
【図３Ａ】は、電気なレセプタクルコネクタのハウジング上にマウントされたカバーを含
む電力コネクタが、図２Ａにおいて例証した斜視図である；
【図３Ｂ】は、図３Ａにおいて例証された電気コネクタ上にカバーの設置を示す斜視図で
ある；
【図３Ｃ】は、整列と保持の機構を示す、図３Ｂにおいて例証されるような電気コネクタ
の一部分の拡大斜視図である；
【図４Ａ】は、コネクタの異なる位置に位置した信号接点を有する、他の実施例にしたが
って構築された直角レセプタクル電気コネクタの斜視図である；
【図４Ｂ】は、コネクタの異なる位置に位置した信号接点を有する、他の実施例にしたが
って構築された直角レセプタクル電気コネクタの斜視図である；
【図４Ｃ】は、図４Ａ－Ｂにおいて例証されたカバーの設置を示す図４Ａにおいて例証さ
れた電気コネクタの組立図である；
【図４Ｄ】は、整列と保持の機構を示す、図４Ｃにおいて例証されるような電気コネクタ
の一部分の拡大斜視図である；
【図５Ａ】は、図４Ａ－Ｄにおいて例証されているが、代りの実施例に従って構築された
ものに似ている直角レセプタクル電気コネクタを示す；
【図５Ｂ】は、図４Ａ－Ｄにおいて例証されているが、代りの実施例に従って構築された
ものに似ている直角レセプタクル電気コネクタを示す；
【図５Ｃ】は、図４Ａ－Ｄにおいて例証されているが、代りの実施例に従って構築された
ものに似ている直角レセプタクル電気コネクタを示す；
【図５Ｄ】は、図４Ａ－Ｄにおいて例証されているが、代りの実施例に従って構築された
ものに似ている直角レセプタクル電気コネクタを示す；
【図５Ｅ】は、図４Ａ－Ｄにおいて例証されているが、代りの実施例に従って構築された
ものに似ている直角レセプタクル電気コネクタを示す；
【図５Ｆ】は、図４Ａ－Ｄにおいて例証されているが、代りの実施例に従って構築された
ものに似ている直角レセプタクル電気コネクタを示す；
【図５Ｇ】は、図５Ａ－Ｆにおいて例証されているが、代りの実施例に従って分極壁を有
するような電気コネクタに関する正面図である；
【図６Ａ】は、直角ヘッダ電気コネクタに直角レセプタクル電気コネクタを有する電力コ
ネクタ組立体を示す図である；
【図６Ｂ】は、直角ヘッダ電気コネクタに直角レセプタクル電気コネクタを有する電力コ
ネクタ組立体を示す図である；
【図６Ｃ】は、直角ヘッダ電気コネクタに直角レセプタクル電気コネクタを有する電力コ
ネクタ組立体を示す図である；
【図７Ａ】は、複数の信号ブレードおよび電力ブレードを有する図６Ａ－Ｃにおいて例証
された直角ヘッダ電気コネクタの斜視図である；
【図７Ｂ】は、図７Ａにおいて例証された直角ヘッダ電気コネクタの部分正面図である；
【図７Ｃ】は、１対の信号ブレードを示す図７Ａにおいて例証された直角ヘッダ電気コネ
クタの部分正面図である；
【図７Ｄ】は、１対の電力ブレードを示す図７Ａにおいて例証された直角ヘッダ電気コネ
クタの部分正面図である；
【図８Ａ】は、図７Ｂにおいて例証されるが、拡大されるような直角ヘッダ電気コネクタ
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の部分正面図である；
【図８Ｂ】は、図８Ａにおいて例証されるような直角ヘッダ電気コネクタの部分正面図で
、電気接点なしで搭載されている；
【図８Ｃ】は、図８Ａにおいて例証された電気コネクタの底部電力接点の斜視図である；
【図８Ｄ】は、図８Ａにおいて例証された電気コネクタの頂部電力接点の斜視図である；
【図９Ａ】は、実施例に従って構築された垂直レセプタクル電気コネクタと結合した直角
ヘッダ電気コネクタの斜視図である；
【図９Ｂ】は、実施例に従って構築された垂直レセプタクル電気コネクタと結合した直角
ヘッダ電気コネクタの斜視図である；
【図１０Ａ】は、実施例に従って構築された保持体の機構を有する垂直電気レセプタクル
における設置用に構成された電力接点の斜視図である；
【図１０Ｂ】は、図１０Ａにおいて例証されたタイプの頂部および底部電力接点の正面図
である；
【図１０Ｃ】は、垂直レセプタクルコネクタハウジングに搭載されている図１０Ｂにおい
て例証された電気接点の頂部および底部列の組立図である；
【図１０Ｄ】は、垂直レセプタクルコネクタハウジングに搭載された電気接点の正面図で
ある；
【図１１Ａ】は、垂直レセプタクルコネクタハウジングに搭載した４部分からなる接点を
示す；
【図１１Ｂ】は、垂直レセプタクルコネクタハウジングに搭載した４部分からなる接点を
示す；
【図１１Ｃ】は、垂直レセプタクルコネクタハウジングに搭載された２つの接点を示す；
【図１１Ｄ】は、垂直レセプタクルコネクタハウジングに搭載された２つの接点を示す；
【図１２Ａ】は、代りの実施例に従って垂直レセプタクルハウジングに搭載されている電
気接点を示す；
【図１２Ｂ】は、代りの実施例に従って垂直レセプタクルハウジングに搭載されている電
気接点を示す；
【図１２Ｃ】は、代りの実施例に従って垂直レセプタクルハウジングに搭載されている電
気接点を示す；
【図１３Ａ】は、他の実施例に従って構築された保持体の機構を有する垂直レセプタクル
電気コネクタの一部分を示す；
【図１３Ｂ】は、他の実施例に従って構築された保持体の機構を有する垂直レセプタクル
電気コネクタの一部分を示す；
【図１３Ｃ】は、他の実施例に従って構築された保持体の機構を有する垂直レセプタクル
電気コネクタの一部分を示す；
【図１３Ｄ】は、他の実施例に従って構築された保持体の機構を有する垂直レセプタクル
電気コネクタの一部分を示す；
【図１４Ａ】は、実施例に従って構築された垂直レセプタクルコネクタハウジングの様々
な図を示す；
【図１４Ｂ】は、実施例に従って構築された垂直レセプタクルコネクタハウジングの様々
な図を示す；
【図１４Ｃ】は、実施例に従って構築された垂直レセプタクルコネクタハウジングの様々
な図を示す；
【図１４Ｄ】は、実施例に従って構築された垂直レセプタクルコネクタハウジングの様々
な図を示す；
【図１５Ａ】は、プレス嵌め尾部として形成された垂直レセプタクルコネクタハウジング
に搭載された電気信号接点の設置端部の斜視図である；
【図１５Ｂ】は、ハンダ尾部として構築された垂直レセプタクルコネクタハウジングに搭
載された電気信号接点の設置端部の斜視図である；
【図１６Ａ】は、電力ドータカードのエッジを受ける垂直レセプタクル電気コネクタを示
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す。
【図１６Ｂ】は、電力ドータカードのエッジを受ける垂直レセプタクル電気コネクタを示
す。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　図２Ａ－Ｃを参照して、直角電気レセプタクル電力コネクタ３０は、ハウジング３２の
長さを画定する長手方向「Ｌ」、および、ハウジング３２の幅を画定する横方向「Ａ」に
沿って水平に、かつ、ハウジング３２の高さを画定する横断方向「Ｔ」に沿って垂直に延
びるように例証されるコネクタハウジング３２を有する。ハウジング３２は、長手方向Ｌ
に沿って細長くなっている。別段の定めがない限りここに、用語「横方向の（lateral）
」、「長手方向の」、「横断方向の」は、コネクタ３０およびその部品の直角の指向性の
構成要素を記述するために使用される。用語「内側の」、および「外部の」、そして「上
に」、および「下に」、さらには、与えられた装置の指定された指向性の構成要素に関し
て使用されるようなその派生語は、もし他の方法で示されなかったならば、装置の幾何学
的な中心に向い、かつ中心から遠ざかる方向にその指向性の構成要素に沿って指示を指す
ように意図される。
【０００７】
　縦および横方向が水平面に沿って延びるように例証されている間に、横断方向が垂直面
に沿って延びるように例証されることは認識されるべきである。様々な指示を有する平面
は、例えば、コネクタ３０の望まれる方向に依存して、使用の間に異なることがあり得る
。したがって、用語「垂直の」、および「水平の」は、単に、明瞭さと便宜のために例証
されるようなコネクタ３０について記述するために使用され、これらの方向は、使用の間
に変わることがあり得る。
【０００８】
　図２Ａ－Ｃへの継続的な言及によって、コネクタハウジング３２は、第１および第２電
力接点３４および３６を、それぞれ支持する。別段の定めがない限り、接点３４および３
６、また、別段の定めがない限り、ここに記述した全ての接点は、任意の適切な導体材料
から作ることができ、そして、ハウジング３２、および、ここに記述した、すべてのコネ
クタハウジングは、任意の適切な誘電材料から作ることができる。
【０００９】
　第１電力接点３４は、第１電力接点の第１縦列３３におけるハウジング３２によって支
持され、さらに、第２電力接点３６は、第２電力接点の第２底部長手方向列３５における
ハウジング３２によって支持される。第２長手方向列３５が、「底部」または「下部の」
列と呼ぶことができる一方で、第１長手方向列３３は、例証された実施例における第２長
手方向列３５について上に配置することができ、さらに「頂部の」、または「より上部の
」列として、参照することができる。したがって、第２電力接点３６が、「底部」接点と
呼ぶことができる一方で、第１電力接点３４は、「頂部」接点と呼ぶことができる。
【００１０】
　図２Ｂ－Ｃを参照して、それぞれの第１電力接点３４、または第２電力接点３６は、本
体部分３７および３９、プリント配線回路用基板（またはＰＣＢ）のような基板に取付く
ように構成されたそれぞれの主体部分３７および３９に接続されたそれぞれのマウンティ
ング端部３８および４３、および、本体部分３７および３９の対向する端部に接続された
それぞれの結合する端部４０および４５を有する。そのマウンティング端部３８および４
３は、接点本体３７および３９から下方に延びる、横方向に分離した分離マウンティング
尾部７０を画定する。そのマウンティング端部３８および４３は、ハンダ尾部、針の目プ
レス嵌めピン、またはＰＣＢに取付けるための適切ないかなる代りの構成として設けるこ
とができ（さらには、それに接続されたハンダボールを含ませることができ）る。第１お
よび第２電力接点は、８０または９０パーセント導体材料から作ることができる。
【００１１】
　上部接点体３７は、水平パネル７１、および、横方向後方に、かつ、その水平パネル７
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１の後端部から下降して、横断方向に延びる角度のあるスペーサパネル７３を有する。
【００１２】
マウンティング端部３８は、角度のあるスペーサパネル７３の後端から下降して横断方向
に延びる。上部接点体３７は、さらに、前方横方向に、かつ水平パネル７１の前方端部か
ら下降して横断方向に延びる角度のある前面パネル７５を有する。
【００１３】
下部接点体３９は、水平パネル８３を有し、マウンティング端部４３は、水平パネル８３
から下降して延びる。水平パネル７１および８３は、角度のあるスペーサパネルが、上部
接点３４のマウンティング端部８３を、下部接点３６のマウンティング端部４３に関して
後方に配置されるように、整列される。下部の接点体３９は、さらに、横方向前方に、か
つ、水平パネル８３の前方端部から上昇して、横断方向に延びる角度のある前面パネル８
５を画定する。
【００１４】
　前面パネル７５および８５は、同一であるが、反対の角度で、それらが接点体３７およ
び３９に沿って相互に前方方向に張り出すが、相互には接触しないように、そのそれぞれ
の水平パネル７１および８３から延びる。結合するパネル９３は、横方向前方に、かつ、
前面パネル７５の前方端部から上昇して横断方向に延び、さらに結合するパネル１０１は
、横方向前方に、かつ、前面パネル８５の前方端部から下降して横断方向に延びる。それ
は、結合するパネル９３および１０１が、それぞれの接点体３７および３９に沿って前方
方向に相互から遠ざかって張り出すようにするためである。望まれるように、結合する端
子端部１０３および１０５は、上方に、または下方に曲線を描くことができるが、結合す
る端子端部１０３および１０５は、それぞれ、結合するパネル９３および１０１から水平
に前方に延びる。
【００１５】
　各接点３４および３６の結合端部４０および４５は、それぞれの結合する端子端部１０
３および１０５、結合するパネル９３および１０１、ならびに前面パネル７８および８５
の前方端部によって横断方向に延びる、複数の長手方向に間隔をおいたギャップ６８を有
する。このギャップ６８は、結合端部４０および４５の分離したブレード４２を画定する
。例証された実施例において、結合端部４０は、４つの分離したブレード４２を有するが
、１つか、１つより多い（例えば、少なくとも２つ、少なくとも３つ、または４つ以上）
分離したブレードの任意の数が、熟考される。例証された実施例において、上部の結合端
部４０の分離したブレード４２は、下部の結合端部４５の分離したブレード４２と整列さ
れる。接点受入スペース４７は、垂直に整列された接点３４および３６のうちの、結合端
部４０および４５の間に配置され、さらに、電力ＰＣＢカードエッジ、ヘッダ電気コネク
タ、または同種のもの、のような結合電気装置の電気接点（例えばブレード接点）をその
間に受けるように構成される。したがって、接点３４および３６は、レセプタクル接点と
呼ぶことができる。接点受入４７スペースは、前面パネル７５と結合パネル９３、および
前面パネル８５および結合パネル１０１のインターフェース間の位置まで、狭くなる。接
点受入スペース５７が、マウンティング端部３８および４３に関して（例えば横方向）垂
直の方向（例えば、横断方向）に延びるので、接点３４および３６は、直角の接点と呼ぶ
ことができる。
【００１６】
　各接点３４および３６の主本体部分３７および３９は、本体部分３７および３９によっ
て形成された対応するポケット６１および６３内にそれぞれ配置された、ラッチ４４およ
び４６を有するように例証された、対応する係合部材１５を有する。頂部接点３４のラッ
チ４４は、主本体部分３７に接続した近位端４９を有する横方向に延びる可撓性のアーム
４６を有し、さらに上方に突出するタブ４１を伴う自由末端５１を有する。同様に、底部
接点３６のラッチ４６は、主本体部分３７に接続された近位端５５を有する可撓性アーム
５３、および下方に突出するタブ５９を伴う自由末端５７を有する。
【００１７】
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ラッチ４４および４６は、横断方向－横方向によって画定された平面内に、それぞれの接
点体３７および３９に関して、そのそれぞれの近位端４９および５５の周りにそれぞれ軸
支することができる。
【００１８】
　ハウジング３２は、長手方向に長く、かつ、それぞれ、横方向に対向する前方および後
方端部５０および５２、横断方向の対向する上部、および下部端部５４および５６、なら
びに長手方向に対向する端壁５８を画定する。コネクタハウジング３２は、すべて、別段
の定めがない限り、そのように方向付けされるようにここでは記述され、その方向は、使
用の間に変わり得るということが、認められる。前方端部５０は、接点受入スペース４７
内に受入れられる接点を有する、１つの、補完的、ヘッダコネクタ、またはカードエッジ
の、結合するインターフェースと結合するように構成されるハウジング３２の結合するイ
ンターフェースを提供する。コネクタ３０は、直角コネクタであり、したがって、底部端
部５６は、プリント配線回路用基板のような基板とのインターフェースであるように構成
されるハウジング３２のマウンティングインターフェースを画定する。
【００１９】
後端部５２は、それぞれ、電気接点３４および３６の列３３および３５を保持するように
構成されて、上部開口２５５および下部開口２５７を画定する。
【００２０】
　上部および下部端部５４および５６は、例証されているように電力接点３４および３６
との直接の流動的なコミュニケーションにある横断的にそれを通って延びる換気窓６４お
よび６６の第１および第２の長手方向に延びる列６０および６２を有する。換気窓６４の
列６０は、換気窓６６の列６２に関して強制的に間隔をおかれる。換気窓６４は、横方向
に長く、さらにハウジング３２の上部および下部端部５４および５６を通して横断方向に
（または垂直に）延びる。それは、ハウジング３２の底部端部５６を介して延びる窓６４
が、ハウジングの上部端５４を通じて延びる窓６４と整列するようにするためのものであ
る。窓６４は、接点３４および３６の結合端部４０および４５の前方に配置される。
【００２１】
　換気窓６６は、長手方向に長く、ハウジング３２の上部および下部端部５４および５６
を介して横断方向に（または垂直に）延びる。それは、ハウジングの下部端部５６を介し
て延びる窓６６が、ハウジングの上部端５４を介して延びる窓６６と整列するようにする
ためである。頂部および底部窓６６の横方向に、かつ、長手方向の寸法は、頂部および底
部ラッチ４４および４６を受けるキャッチ６９の形状において、接点－保持機構６７を提
供するように寸法どりすることができ、そして、特別には、タブ４１、そしてしたがって
ラッチ４４および４６のそれらとほぼ等しいか、またはより大きく寸法どりすることがで
きる。例えば、ラッチ４４および４６ならびに窓６６の相対的な横方向の寸法は、ハウジ
ング３２における接点３４および３６の横方向のフロートの量を決定することができる。
窓６６の横方向の寸法が、ラッチ４４および４６のそれらとほぼ等しい場合には、接点３
４および３６は、前方および後方への相対的運動に関してハウジング３２内にロックされ
る。窓６６の長手方向の寸法が、ラッチ４４および４６のそれらとほぼ等しい場合には、
熱は、上部端の下部窓６６をそれぞれ通じて消散することが可能である。
【００２２】
　この点について、窓６６のような換気窓は、接点保持とともに、コネクタの換気および
冷却の両方に使用することができる。したがって、窓６６は、キャッチのような接点３４
および３６の係合部材１５と結合するように構成される、カンチレバー式のラッチ、また
はビームのような補完的な係合部材１３を提供する。例えば、使用の間に接点３４および
３６によって生成された熱は、コネクタハウジング３２の窓６６から流れることができる
。接点保持が、窓６６に関して記述されているが、ここに記述されたコネクタのうちのい
ずれかとともに、例えば、ラッチ、またはキャッチとしてここに記述されたタイプのコネ
クタ３０のいかなる窓も、接点保持機構を提供することができることが、認識されるべき
である。代りの実施例においては、換気窓６４は、さらに、ラッチ４４および４６に加え
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て、または代案として、接点３４および３６から延びるラッチを受けることができる保持
機構を提供することができる。この点について、接点３４および３６の係合部材１５は、
ハウジング３２の係合部材１３を受ける開口、またはポケット６１および６３を有するこ
とができ、このハウジング３２は、ポケット６１および６３内に受けられるラッチを有す
ることができる。接点３４または３６の尾部は、ＰＣＢの表面におけるコネクタの設置の
間に、ハウジングから接点３４または３６の移動を防止するプレス設置力を超過する保持
力を提供するために結合する係合部材１３、１５によって、針の目、またはプレス嵌めで
あることができる。
【００２３】
　接点３４および３６は、ラッチ４４および４６が、上部および下部の窓６６内にそれぞ
れ延びるように、ハウジング３２内に設置することができる。複数の接点３４および３６
は、結合する端部４０が、垂直に整列した接点ブレード４２を画定する接点の、それぞれ
の頂部および底部列３３および３５を画定するために、ハウジング３４内に設置すること
ができる。生じる接点受入スペース４７は、接続のインターフェースで生成された熱が、
頂部および底部窓６４を通して換気することができるように、電子装置の補完的な結合端
部を受けるように構成される。電力接点３４および３６の配位は、従来の電力コネクタに
関して軽減された製造原価に帰着する、以前に達成された、より大量の、より小さい接点
抵抗の、より大きなヒートシンク表面領域の、より高い電流容量の、および、より単純な
設計を可能にする。
【００２４】
　１つの実施例に従って、接点３４および３６は、コネクタハウジング３２において前方
端部装着される。換言すれば、この実施例に従って、接点３４および３６は、後端部５２
に向かう方向に、ハウジング３２の前方端部５０内に挿入される。直角接点として電気接
点３４および３６を提供するために、この接点３４および３６は、角度のあるスペーサパ
ネル７３およびマウンティング端部３８が当初は水平パネル７１と同一平面の方向に水平
に延び、かつ、そのマウンティング端部４３は、水平パネル８３と水平かつ同一面に延び
るように提供される。接点３４および３６は、ラッチ４４および４６が、窓６６と係合す
るまで、ハウジング３２の後端部５２において形成された開口２５５および２５７内に挿
入される。接点３４および３６が、一旦ハウジング３２内に位置すると、パネル７３およ
びマウンティング端部３８および４３は、図２Ｂ－Ｃに関して上で例証され、かつ記述さ
れた配位に対して曲げられる。認識されるべきことは、前方端部が、コネクタハウジング
３２内に電力接点３４および３６を設置するときに、マウンティング端部３８および４３
は、コネクタハウジング３２を介して挿入されるということである。それに比べて、電気
接点が従来のコネクタの構築に従ってコネクタハウジング内に設置された後方端部である
場合には、電気接点の結合端部は、コネクタハウジングを介して挿入される。
【００２５】
　開口２５５および２５７を介して挿入される接点３４および３６の一部分が、平坦かつ
同一面であるので、開口２５５および２５７は、ハウジング内に後端設置される接点の結
合端部を受けるコネクタハウジングの前方端部における従来の開口より狭く、かつより小
さくなり得る。したがって、直角コネクタハウジング３２の高さは、ほぼ６．５ｍｍとほ
ぼ９．２ｍｍとの間、例えば、ほぼ７ｍｍとほぼ８．５ｍｍとの間で、高さ（すなわち、
上部および下部の端部５４と５６との間の横断方向の距離）を有する、低い輪郭（low pr
ofile）で構築することができる。
【００２６】
　さらに、開口２５５および２５７が、後方端部設置接点を受ける従来の接点受入れ開口
よりも小さくなり得るので、補足の誘電材料は、接点３４および３６の隣接する列３３お
よび３５の間に配置することができる。したがって、１つの実施例に従って、列３３およ
び３５は、対向した列における対向した接点結合面から測定された距離、またはギャップ
、または、対向した列を横切って尾部から尾部を測定した距離によって、ほぼ１．１～２
．５ｍｍの距離で間隔をおくことができる。例えば、結合するギャップは、約１．１ｍｍ
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であり、また、尾部ギャップは、約２．５ｍｍであることができる。別のやり方を説明す
ると、電力接点厚さが約０．６ｍｍであるので、列３３および３５は、約２．７ｍｍの中
心間ピッチ上にあることができる。さらに、尾部７０は、コネクタ受入れスロットと平行
である共通の尾部中心線に沿って対向する尾部表面から測定された距離、またはギャップ
によって、長手方向に、ほぼ１．８ｍｍの距離だけ相互から間隔を置くことができる。別
のやり方を説明すると、尾部７０は、約２．５ｍｍの中心間ピッチ上にあることができる
。すなわち、各接点３４および３６の尾部７０は、この距離で別々に間隔をおくことがで
き、さらに、それぞれの列３３および３５に沿う隣接した接点３４および３６の隣接した
尾部７０は、この距離で別々に間隔をおくことができる。
【００２７】
したがって、望まれるように、隣接した尾部７０と隣接した列３３および３５との間の距
離を測定することができる一方で、コネクタ３０は、従来のコネクタと交換可能であるよ
うに構築することができる。
【００２８】
　さらに、隣接した接点３４および３６の間に配置された増加した誘電材料は、換気窓６
４および６６によって提供される熱放散とともに、電気接点３４および３６が、従来の電
気接点に関して増加される厚さを有することを可能にする。したがって、１つの実施例に
従って、接点３４および３６（さらにここに記述されたすべての電力接点）の厚さは、ほ
ぼ０．６ｍｍである。接点３４および３６（さらにここに記述されたすべての電力接点）
は、ほぼ９０％の電気伝導率を有する適切な導体材料から作ることができる。
【００２９】
適切な材料の１つの例は、ＸＰ１０または他の適切な代替品である。したがって認識され
るべきことは、前方端部設置の電気接点３４および３６は、電力接点３４および３６が従
来のコネクタの電力接点に対して増加した厚みを有することを可能にし、さらに、従来の
コネクタハウジングに関して減少したサイズを有することを可能にすることである。
【００３０】
　図３Ａ－Ｃを参照して、保護カバー７２は、コネクタハウジング３２に取付けることが
できる。カバー７２は、さらに、上部端部５４Ａ、対向する側壁５８Ａ、前方端部５０Ａ
、および、中間部分７６、底部部分７８、および底部端部５６Ａを有する後部壁５２Ａを
画定する。中間部分７６は、横方向後方に、かつ、上部端部５４Ａの後方端部から下降し
て角度を有する。底部部分７８は、中間部分７６の後方端部から横断方向に下降して延び
る。カバー７２は、それぞれ、後部の、またはマウンティングの、接点３４および３６の
端部３８および４３の一部分、または大部分を収容するように構成される。それは、全接
点体３７および３９が、ハウジング３２およびカバー７２によって内部に収容されるよう
にするためである。したがって、マウンティング尾部７０だけが、カバー７２の下部端部
５６Ａの下方に延びる。カバー７２は、このように、付勢された部品にオペレータがアク
セスするのを防ぐか、制限する。１つの長手方向に長いスロット８０は、下部端部５６Ａ
内に横段方向に延びる。それは、接点のマウンティング端部３８が、スロット８０を通っ
て垂直に延びるようにするためである。複数の長手方向に間隔をおかれた換気窓７９は、
カバー７２を通って、特には、上部端部５４Ａ、中間部分７６、および底部部分７８を通
って延びることができる。接点３４および３６で生成された熱は、換気窓７９から逃げる
ことができる。
【００３１】
　コネクタ３０の長手方向の寸法（ハウジング３２の対向する端部壁５８間の距離）は、
また、７０ｍｍおよび９０ｍｍを含めて、例えば７５ｍｍ、８５ｍｍ、８８ｍｍ、または
いかなる代りの所望の距離の間にどのようなところにもあることができる。コネクタ３０
の横方向の、または水平方向の寸法（ハウジング３２の前方端部５０と、図３Ａ－Ｃに関
して以下に記述されたカバー７２後部端部５２Ｃとの間の距離）は、１５ｍｍと２５ｍｍ
との間、例えば、ほぼ２０．５ｍｍであることができる。コネクタ３０の横断方向の、ま
たは垂直方向の寸法（ハウジング３２の頂部および底部端部の間の距離）は、５ｍｍと１
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２ｍｍとの間、例えば約７．５ｍｍにあることができる。もちろん、コネクタ３０は、こ
れらの寸法に限定されたように、解釈されるべきではない。
【００３２】
　カバー７２は、コネクタハウジング３２の一方または両方の長手方向の端部に配置され
た対応するラッチングおよび保持機構と結合する一方または両方の長手方向の端部にラッ
チングおよび保持機構を有する。例証された実施例において、カバー７２は、ラッチ８１
から横方向内部に突出するラッチ８１およびあご８４の形で、係合部材８２を有する。コ
ネクタハウジング３２は、一旦、カバー７２がハウジング３２のうえに設置されると、あ
ご８４と結合するように構成されるキャッチ８７の形で、対応する係合部材８６を有する
。認識されるべきことは、代りに、ハウジング３２が、ラッチを有し、さらに、カバー７
２が結合するキャッチを有することである。
【００３３】
　カバー７２は、さらに、一方および両方の長手方向端部に配置された対応する整列、お
よび／または保持と結合する一方および両方の長手方向端部に整列、および／または保持
を有する。例証された実施例においては、カバー７２は、突出部８８の形で、補助的係合
部材８９を有する。例証されるように、突出部８８は、円筒状であることができ、または
代りに、あらゆるどんな形状をも仮定することができる。コネクタハウジング３２は、突
出部８８を受けるために形成され、構成された凹部９０の形で、補完的な補助的係合部材
９１を有する。突出部８８は、整列ガイドを提供するように凹部９０に緩く受けることが
でき、または、突出部８８は、保持機構を提供するように凹部９０にプレス嵌めすること
ができる。代りに、ハウジング３２は、ピンを有することができ、さらに、カバーは、結
合する凹部を有することができる。
【００３４】
　したがって、カバー７２が、矢印Ｂの方向に沿ってコネクタハウジング３２に向かって
横方向に移動される場合、突出部８８は、ハウジング３２にカバーを整列し、かつ／また
は、取付けるために、凹部９０に受けられる。さらに、カバー７２の係合部材８２は、ハ
ウジング３２の対応する係合部材８６と結合して、カバー７２をハウジング３２に固定す
る。
【００３５】
　今度は図４Ａ－Ｄを参照して、直角レセプタクル電気コネクタ９２は、もし他の方法で
示されないならば、ほぼ同一であるか、またはコネクタ３０に関して同一であるように構
築される。したがって、コネクタ９２は、もし他の方法で示されないならば、コネクタハ
ウジング９５、および、ほぼ同一、またはコネクタ３０に関して同一であるように、構成
された電力接点３４および３６を有する。コネクタハウジング９５は、このように、長手
方向に細長く、さらに、それぞれ対向する頂部および底部壁５４Ｂおよび５６Ｂ、それぞ
れ、対向する端部壁５８Ｂを画定する。コネクタ９２は、横方向前方に延びる結合する端
部１２１、および対向する下方に延びるマウンティング端部１２５を有する個別のピン１
１５として提供される複数の信号接点９４を有する。
【００３６】
信号接点９４は、電力接点３４および３６に関して上に記述されるような１つまたはそれ
以上の列に配列することができる。
【００３７】
　信号接点９４は、図４Ａにおいて示されるようなコネクタ９２のいずれの長手方向端部
にも配置することができ、または、長手方向端部間に、例えば、図４Ｂにおいて示される
ようなコネクタ９２の長手方向の中心から、長手方向にオフセットして、配置することが
できる。したがって、信号接点９４は、この信号接点９４が電力接点３４および３６の間
に配置されるように、ハウジング９５の中間部分１０７に配置し、さらに対応する列セグ
メント３３Ａおよび３３Ｂ、および３５Ａおよび３５Ｂ内に列３３および３５を分離する
ことができる。認識されるべきことは、信号接点９４は、ハウジング９５に沿っていかな
る場所にも配置することができることであるが、例証された実施例において、この信号接
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点９４は、ハウジング９５、および列３３および３５の長手方向の中心に関して長さ方向
にオフセットされる。コネクタ９２は、この配位に限定されるようには、解釈されるべき
ではないが、１つの実施例において、２８個の電力接点３４および３６は、１４個の接点
の２つの列において提供され、さらに、１２個の信号接点９４が提供される。
【００３８】
　コネクタ９２は、カバー７２に関して上に記述されたように、寸法どりされ、形づくら
れて、構築されるが、信号接点９４および電力接点３４を収容するように構成されたカバ
ー９６を有することができる。したがって、カバー９６は、上部端部５４Ｃ、対向する側
部壁５８Ｃ、前方端部５０Ｃ、および、中間部分７６Ｃ、底部部分７８Ｃ、および下部端
部５６Ｃを有する後方壁５２Ｃを画定する。複数の長手方向に間隔をおかれた換気窓７９
Ｃは、カバー９６を通って、特に上部端５４Ｃ、中間部分７６Ｃ、および底部部分７８Ｃ
を通って延びることができる。接点で生成された熱は、換気窓７９Ｃを通って、逃げるこ
とができる。したがって、例証されるように、窓６０の第１列、窓６２の第２列、および
窓７９Ｃの第３列は、電力接点との直接流体伝達（direct fluid communication）にある
。例証されるように、コネクタ９２を通って延びる窓６０の第１列、窓６２の第２列、お
よび、窓７９Ｃの第３の列は、カバー９６を介して延びる。
【００３９】
縦方向に細長いスロット８０Ｃは、補足的な熱放射のために提供するべき接点のうちのマ
ウンティング端部３８と整列する下部端部５６Ｃ内に横方向に延びる。
【００４０】
　カバー９６は、さらにカバー７２の整列および保持機構と組合せて、またはその代りに
使用可能な、ラッチング、整列、保持機構を有する。特に、カバー９６は、カバー９６の
前方壁５０Ｃの上部端部に形成された、長方形のポケット１２７の前方端部５０Ｃに沿っ
て長手方向に延びる横方向外側に突出するタブ９８を有する。適切に寸法どりされ、形づ
くられたあらゆるタブが熟考されるが、タブ９８は、矩形断面を有して例証される。補完
的な、長手方向に細長い凹部１００は、コネクタハウジング９５の後方壁５２Ｂ内に横方
向前方に、突出し、さらに、タブ９８と整列し、受けるように構成される。
【００４１】
凹部１００は、タブ９８が凹部１００内に適合するように構成されるように、タブ９８と
ほぼ同一の形状であり、さらにほぼ等しいか、または横断方向の、および／または、横方
向のタブ９８よりわずかに大きい。凹部１００は、カバー９６が、コネクタハウジング９
５に関して有する、横方向、および／または横断方向のフロートの所望量にきっちりと、
または緩く依存するタブ９８をこのように受けることができる。代りに、コネクタハウジ
ング９５は、突出するタブを有することができ、さらに、カバー９６は、タブを受ける凹
部を有することができる。
【００４２】
　カバー９６は、さらに、横方向に細長く、かつポケット１２７に隣接する、横方向外側
に突出するタブ９７を有することができる。
【００４３】
適切に寸法どりされ、形づくられたあらゆるタブが、熟考され、かつ、ポケット１２７の
一方の壁を画定するが、タブ９７は、矩形の輪郭を有するように、例証される。
【００４４】
タブ９７は、コネクタハウジング９５内に形成された補完的な凹部９９内に適合するよう
に構成されて、整列される。凹部９９は、タブ９７とほぼ同一の形状であり、さらに、タ
ブ９７が、凹部９９内に適合するように構成されるように、横断方向の、および／または
横方向におけるタブ９７とほぼ等しいか、わずかにより大きく寸法どりされる。凹部９９
は、このように、カバー９６がコネクタハウジングに関して有する、横方向の、および／
または、横断方向のフロートの所望量にきちっと、または緩く依存するタブ９７を受ける
ことができる。代りに、コネクタハウジング９５は、突出するタブを有することができ、
さらに、カバー９６は、タブを受ける凹部を有することができる。
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【００４５】
　認識されるべきことは、望まれるように、カバー９６およびコネクタハウジング９５が
、多くのタブ９７および９８、ならびにそれぞれの補完的な凹部９９および１００を有す
ることができることである。例えば、例証された実施例において、コネクタハウジング９
５およびカバーの長手方向の端部は、それぞれ、タブ９８および凹部１００の１対の間に
配置されたタブ９７および凹部９９を有する。
【００４６】
　カバー９６は、さらに、コネクタハウジング９５の一方または両方の長手方向の端部に
配置した、対応する整列、および／または保持機構１２９Ｂと結合する一方または両方の
長手方向の端部に整列、および／または保持機構１２９Ａを有することができる。
【００４７】
例証された実施例において、カバー９６の前方端部５０Ｃから横方向前方に延びるあらゆ
る適切な形状であることができるが、機構１２９Ａは、円筒状であるポスト１０２である
。ポスト１０２は、横断方向に沿っていかなる場所にも配置することができ、前方端部５
０Ｃに沿ってほぼ横断的に中途に配置される。機構１２９Ｂは、コネクタハウジング９５
の後方端部５２Ｂ内に延びるポスト１０２に関して記述されるように形づくられた凹部１
０４を有している。凹部１０４は、ポスト１０２と整列され、ポスト１０２を受けるよう
に構成される。ポスト１０２は、整列ガイドを提供するように凹部１０４に緩く受けるこ
とができ、または、ポスト１０２は、取付けられた配位におけるカバー９６およびコネク
タハウジング９５を保持するように凹部１０４にプレス嵌めすることができる。代りに、
ハウジング９５は、ポスト１０２のような１つまたはそれ以上のポストを有することがで
き、さらに、カバー９６は、凹部１０４のような１つまたはそれ以上の結合する凹部を有
することができる。
【００４８】
［００７０］　コネクタ９２は、望まれるように、多くのポスト１０２および凹部１０４
を有することができる。例証されるように、ポスト１０２および凹部１０４は、タブ９７
および凹部９９に関して長手方向外方に、およびタブ９８および凹部１００と垂直の整列
で配置される。したがって、機構１２９Ａ－Ｂは、コネクタ９２の対向する長手方向の外
側端部に配置することができる。
【００４９】
　今度は図５Ａ－Ｆを参照して、もし他の方法で示されなかったならば、直角レセプタク
ル電気なコネクタ９２’は、ほぼ同一に、または、コネクタ９２に関して同一に構築され
る。したがって、コネクタ９２’は、形式と明瞭さの目的のためのアポストロフィー「’
」を有するコネクタ９２の要素のように対応する参照数字を有して例証される。コネクタ
９２’は、長手方向に細長いコネクタハウジング９５’を有しており、さらに、それぞれ
、対向する前方および後方端部５０Ｂ’および５２Ｂ’、それぞれ、対向する頂部および
底部壁５４’および５６’、さらには、それぞれ、対向する端部壁５８’を画定する。コ
ネクタ９２’は、信号接点９４に関して上に記述されるように構築することができ、かつ
、電力接点３４’および３６’に関して上に記述されるような１つまたはそれ以上の列に
おいて配置することができた複数の信号接点９４’を有する。したがって、電力接点３４
’および３６’の結合する端部４０’および４５’は、ハウジング９５’の前方端部５０
Ｂ’にほぼ配置される。
【００５０】
　ハウジング９５’は、主ハウジング部分１１８’および首部１１６’を有する。首部１
１６’は、ハウジング９５’の前方端部５０Ｂを画定し、さらに、主ハウジング部分１１
８’のそれよりも僅かに少ない長手方向長さおよび横断方向高さを画定する。首部１１６
’は、電力接点３４’および３６’の結合する端部４０’および４５’、および信号接点
９４’の結合する端部１２１’ を囲むように位置する。
【００５１】
　コネクタ９２’は、信号接点９４’および電力接点３４’を収容するように構成された
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カバー９６’を有することができる。したがって、カバー９６は、上部端部５４Ｃ’およ
び下部端部５６Ｃ’の間に横断方向に延びる上部端５４Ｃ’、下部端部５６Ｃ、対向する
側壁５８Ｃ’、前方端部５０Ｃ’、および後部壁５２Ｃ’を画定する。第１の複数の長手
方向に間隔をおかれた換気窓７９Ｃ’は、カバー９６’の上部端部５４Ｃ’を介して横断
方向に延び、さらに第２の複数の長手方向に間隔をおかれた換気窓６５Ｃ’は、後部壁５
２Ｃ’を介して横方向に延びる。接点で生成された熱は、換気窓６５Ｃ’および７９Ｃ’
によって漏れることができる。したがって、第１列の窓６０’、第２列の窓６２’、第３
列の窓７９Ｃ’および第４列の窓６５Ｃ’は、コネクタ９２’を通って延びる。
【００５２】
窓の列における各窓は、例証された実施例における電力接点と直接の流体伝達である。
【００５３】
［００７４］　例証されるように、窓６０’および６２’の第１および第２列は、ハウジ
ング９５’を通って延び、さらに窓７９Ｃ’および６５Ｃ’の第３および第４列は、カバ
ー９６’を通って延びる。窓７９Ｃ’は、横方向に細長く、延びる、また基盤をなす接点
３４および３６と整列され、基盤をなす接点３４に関して長手方向に中心に配置すること
ができる。窓６５Ｃ’は、横断方向に細長く、さらに、隣接した接点３４および３６の間
で長手方向に配置される。したがって、窓７９Ｃ’および６５Ｃ’は、長手方向に千鳥状
配置され、さらに、各接点３４’および３６’の長手方向長さの距離のほぼ半分、間隔を
おかれている。　窓６５Ｃ’および７９Ｃ’が、代りに位置することができることは、認
識されるべきである。例えば、窓６５Ｃ’は、接点３４’および３６’と整列することが
でき、そして、窓７９Ｃ’は、隣接する接点３４’および３６’間に配置することができ
る。長手方向に細長いスロット８０Ｂ’は、ハウジング９５’を通って、特には、前方端
部５０Ｂに近い位置で首部１１６を通って、そして付加的な熱放散のために提供すべき接
点の結合する端部と整列して、延びる。
【００５４】
　図５Ｇを参照して、コネクタ９２’は、信号接点９４と電力接点３４および３６との間
で長手方向に配置された分極壁２５’を有することができる。分極壁２５は、ハウジング
９５’の長手方向の中心に関して位置オフセットでハウジングの９５’の上部と下部の端
部５４Ｂ’と５６Ｂ’との間に横断方向に延びる。コネクタ９２’と結合するように構成
されたヘッダコネクタ、またはカードエッジは、このように分極壁２５を受けるように構
成されたスロットを有し、結合するコネクタ／カードエッジが、結合したときにそれらの
適切な方向にあることを保証する。
【００５５】
　今度は図６Ａ－Ｃを参照して、電力コネクタ組立体１３７は、直角レセプタクル電力コ
ネクタ１１０、および相互に接続のために構成された補完的な直角ヘッダ電力コネクタ１
１２を有する。レセプタクルコネクタ１１０は、上に記述された方法において一般に構築
することができ、かつ、上に記述されるような電力接点３４および３６を保持する、上に
記述されるようなコネクタハウジング１１４を有する。例えば、ハウジング１１４は、対
向する前方と後方端部５０Ｅと５２Ｅをそれぞれ、対向する頂部と底部壁５４Ｅと５６Ｅ
をそれぞれ、および端部壁５８Ｅを有する。ハウジング１１４は、主ハウジング部分１１
８、および首部１１６を有する。首部１１６は、ハウジング１１４の前方端部５０Ｅを画
定し、さらに、わずかに主ハウジング部分１１８のそれよりも僅かに小さい、長手方向長
さおよび横断方向高さを画定する。首部１１６は、電力接点３４および３６の結合する端
部４０および４５、および信号接点９４の結合する端部１２１を囲むように位置する。コ
ネクタ１１０は、ドータカードのカードエッジ２５０のようなカードエッジと同様に共通
平面用途における直角ヘッダ電気コネクタ１１２に対する接続のために構成されているよ
うに例証され、それは、図１６Ａ－Ｂにおいて例証されるように電力カード２５２として
提供することができる。
【００５６】
　コネクタハウジング１１４は、ハウジング１１４の頂部および底部壁５４Ｅおよび５６
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Ｅを通って垂直に延びる窓１２２の第３の横方向に延びる列１２０を有する。窓１２２は
、主ハウジング部分１１８を通って単独で、または、首部１１６をとおって単独で、延び
ることができ、または主ハウジング部分１１８および首部１１６の両方を通って延びるこ
とができる。窓１２２は、このように、窓６４と６６との間で横方向に配置される。窓６
６が、長手方向に細長く、かつ窓６４および１２２に関して垂直である一方で、窓１２２
は、横方向に細長く、かつこのように、窓６４に平行に延びる。窓１２２は、窓６４より
大きな距離をおいて、長手方向に離間し、この窓は、ほぼ等しいか、または、２．５４ｍ
ｍ（または０．１０ in ）のような、接点３４および３６の列ピッチと等しい距離、離れ
て間隔をおくことができる。コネクタハウジング１１４は、さらに、ハウジング１１４の
一方または両方の端部壁５８Ｅを通って水平に延びる窓１２３を有することができる。窓
１２３を通る横断方向主軸、および窓１２２を通る長手方向軸が交差することができるよ
うに、窓１２３は、窓１２２と少なくとも部分的な長手方向の整列にある。　
　コネクタハウジング１１４の前方端部は、電力接点の結合端部を受けるように構成され
る第１結合端部１０９、および、電気信号接点の結合端部を受けるように構成される第２
結合端部１１１を画定する開口を有している。
【００５７】
　ヘッダコネクタ１１２は、頂部端部１２６、底部端部１２８、前方端部１３０、後方端
部１３２、および対向する側部１３４を有するヘッダコネクタハウジング１２４を有する
ことができる。前方端部１３０は、レセプタクルハウジング１１４の首部１１６を受ける
ように寸法どりされた囲い板１３１を画定して有する結合端部を提供する。この囲い板１
３１は、さらにプラグ接点１４０および信号ブレード接点１４２を受けるように構成され
た開口１３３を画定する。ヘッダハウジング１２４は、さらにこのヘッダハウジング１２
４を通って垂直に延びる窓１３６および１３８の２つの横方向に延びる列１５３および１
５５をそれぞれ有する。　　
　ハウジング１１４は、下部端部５６Ｅから開口１０９内に上昇して垂直に延びる、複数
の長手方向に間隔をおかれたディバイダ１１３を有する。長手方向に隣接したディバイダ
１１３は、コネクタ１１２の接点１４０を受けるように寸法どりされるガイド１３９を画
定する。したがって、ブレード接点１４０は、ディバイダ１１３の長手方向の厚さにほぼ
等しいか、僅かに大きい距離、相互から長手方向に間隔をおかれる。同様に、ディバイダ
１１３は、ブレード接点子１４０の長手方向の長さにほぼ等しいか、僅かに大きい距離、
相互から長手方向に間隔をおかれる。ディバイダ１１３は、底部５６Ｅからブレード接点
１４０間に延びるのに充分な距離、上方に延びる。代りに、または追加して、ディバイダ
１１３は、ハウジング１１４の上部端５４Ｅから下降して延びることができる。
【００５８】
　コネクタ１１０および１１２は、長手方向寸法、または７０ｍｍおよび９０ｍｍの間の
いずれか、およびそれらを含んで、例えば、７５ｍｍ、８５ｍｍ、８８ｍｍ、または、い
かなる代りの所望の距離の長さ（それぞれハウジング１１４および１２４の対向する端部
壁間の距離）を画定することができる。コネクタ１１０および１１２（それぞれ、ハウジ
ング１１４および１２４の前方および後方端部間の距離）の横方向の、または水平の寸法
は、１５ｍｍと２５ｍｍとの間に、例えば、ほぼ２０．５ｍｍであることができる。コネ
クタ１１０および１１２の横断方向の、または垂直の寸法（それぞれ、ハウジング１１４
および１２４の頂部および底部端部間の距離）は、５ｍｍと１２ｍｍとの間、例えば、約
７．５ｍｍであることができる。もちろん、コネクタは、これらの寸法に限定されるよう
に、解釈されるべきではない。
【００５９】
　レセプタクルコネクタ１１０は、さらに、ヘッダコネクタハウジング１２４の頂部端部
１２６に形成された補完的なポケット１１９と整列され、さらに挿入されるように構成さ
れるハウジング１１４の頂部端部に配置されたタブ１１７を有する。
【００６０】
代りに、レセプタクルハウジング１１４は、凹部を有し、かつ、ヘッダハウジング１２４
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は、タブを有することができる。
【００６１】
　今度は図７Ａ－Ｄおよび図８Ａ－Ｄを参照して、直角ヘッダコネクタ１１２は、基板１
４４に取付けられるように例証される。カードエッジ接点１４０は、それぞれ、上に記述
されるような基板１４４の補完的な電気トレースまたは接点に電気的に接続するように構
成される下方に延びるマウンティング尾部１４１にその後方端部で接続されたブレード１
４９を有する上部および下部の接点１４６および１４８の列をそれぞれ有する。
【００６２】
上部接点１４６のブレード１４９は、上部接点１４６のマウンティング尾部１４１が、下
部接点１４８のマウンティング尾部１４１の背後に配置されるように、下部接点１４８の
ブレード１４９より長い横方向の長さを有する。接点１４６および１４８は、上に記述さ
れた方法で、４つの分離したマウンティング尾部１４１を有し、しかしながら、１つより
大きいか、または等しい（例えば少なくとも２つの、少なくとも３つの、または４つ以上
の）あらゆる数の分離した尾部が、熟考される。したがって、接点１４６および１４８の
結合端部は、接点の長手方向に最も外側のマウンティング尾部間の距離に等しいか、また
はより大きい長手方向の寸法を画定する。
【００６３】
　１つの実施例にしたがって、接点１４６および１４８は、ヘッダハウジング１２４にお
いて前方端部設置される。換言すれば、この実施例に従って、接点１４６および１４８は
、ヘッダハウジング１２４の後方端部に向う方向において、ハウジング１２４の前端開口
１３３内に挿入される。直角の接点として電気接点１４６および１４８を提供するために
、接点１４６および１４８は、水平の共通平面の配位における開口１３３内に挿入される
。一旦、接点１４６および１４８が、ハウジング１２４内に位置すれば、接点１４６およ
び１４８は、図７Ａ－Ｄにおいて例証された直角の配位に曲げられる。
【００６４】
　開口ハウジング１２４を通って挿入される接点１４６および１４８の部分が、平坦であ
り共通平面であるので、ハウジング１２４の後方端部の接点１４６および１４８を受ける
ハウジングにおける開口は、ハウジング内に後方端部設置される接点の結合端部を受ける
コネクタハウジングの前方端部における従来の開口よりも狭く、より小さくなり得る。し
たがって、直角コネクタハウジング１２４の高さは、例えば、ほぼ７．５ｍｍとほぼ９．
０ｍｍとの間で、ほぼ７．５ｍｍとほぼ９．２ｍｍとの間で高さ（すなわち、ハウジング
１２４の上部および下部端部間の距離）を有して、低い輪郭で構築することができる。
【００６５】
　１つの実施例に従って、隣接する接点１４６と１４８のマウンティング端部１４１は、
ほぼ２．５４ｍｍ（またはほぼ０．１０ｉｎ）の距離に、間隔をおいて配置することがで
きる。さらに、尾部１４１は、長手方向に、ほぼ２．５４ｍｍ（またはほぼ０．１０ｉｎ
）の距離だけ各列に沿って相互から間隔をおくことができる。すなわち、各接点１４６お
よび１４８の尾部１４１は、この距離で別々に間隔をおくことができ、さらに、それぞれ
の列に沿って、隣接した接点１４６および１４８の隣接した尾部１４１は、この距離で別
々に間隔をおくことができる。コネクタ１１２は、従来のコネクタと交換可能なものとし
て構築することができる。
【００６６】
　上部電力接点１４６の結合端部は、水平に関して４５°の角度で面取りされ、さらに、
下部電力接点１４８の結合端部も、水平に関して４５°の角度で面取りされる。例証され
る実施例において、下部の面取り部は、上部の面取り部に関して対向する方向である。こ
の面取り部は、さらに、所望のように、０°と９０°との間のいかなる角度も形成するこ
とができることは認識されるべきである。
【００６７】
　図８Ｂに示されるように、ヘッダハウジング１２４は、このハウジング１２４を、上部
および下部の接点スロット１５１Ａおよび１５１Ｂに分ける誘電性ディバイダ１５０をそ
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れぞれ有する。誘電性ディバイダ１５０の前方端部は、上部および下部の電力接点ブレー
ド１４６および１４８の面取りされた前方端部をそれぞれ受けるように寸法どりされて、
上部および下部の面取りされたポケット１５４および１５６を有する保持構造１５２をそ
れぞれ有している。したがって、上部および下部の電力接点ブレード１４６および１４８
は、それぞれ、接点ブレード１４６および１４８の前方端部が、ポケット１５４および１
５６の内部に誘電性ディバイダ１５０を当接するまで、矢印ＡおよびＢの方向に沿ったハ
ウジング１２４の後部内にそれぞれ挿入される。
【００６８】
　認識されるべきことは、誘電性ディバイダ１５０は、ハウジング１２４において相互と
の電気通信中であることから、上部および下部の接点ブレード１４６および１４８を阻止
するということである。したがって、接点１４６および１４８は、両方とも共通基板１４
４に電気的に取付け可能であるが、それらは、誘電性ディバイダ１５０によって相互から
電気的に絶縁される。その結果、カードエッジ１４０は、上に記述されるように垂直方向
に整列された接点３４および３６の結合端部４０および４５間に配置された接点受入れス
ペース４７のような接点受入れスペース内に挿入されるときに、上部レセプタクル接点３
４は、上部ブレード１４６と結合し、さらにこのようにコネクタ組立体において相互に電
気的に接続され、さらに、下部レセプタクル接点３６は、下部ブレード１４８と結合する
。上部接点３４および上部ブレード１４６は、このようにコネクタ組立体において相互に
電気的に接続され、さらに、コネクタ１１０および１１２が結合されるときに、相互に電
気的に接続され、しかしながら、上部接点３４および上部ブレード１４６は、コネクタ１
１０および１１２が結合されるときに、下部接点３６および下部ブレード１４８から電気
的に絶縁される。例えば、電気導電材料を通る直流の電気通路は、上部接点３４および下
部接点３６（または整列した接点３６）の間で確立することができない。
【００６９】
　接点１４６は、図２Ａ－Ｃに関して例証され、上に記述されたタイプのラッチ、すなわ
ち、ハウジング１２４内に形成された開口１４７として例証された補完的な係合部材とイ
ンターロックするように構成されるような係合部材を有することができる。代りに、また
は追加して、接点１４６は、ハウジング１２４によって、例えば、誘電性のディバイダ１
５０および周囲のハウジング構造によって、接点１４６上に与えられた摩擦力によってハ
ウジング１２４内に支持することができる。
【００７０】
　信号ブレード接点１４２は、あらゆる代りの既知の方法にしたがってヘッダハウジング
１２４内に搭載することができる上部および下部の信号接点ビーム１４３および１４５を
有する。上部および下部の信号ブレード接点ビーム１４３および１４５は、差動対を画定
することができるか、または、所望のように非平衡終端することができる。
【００７１】
　認識されるべきことは、レセプタクルコネクタ１１０は、直角のコネクタとして例証さ
れている一方で、図９Ａ－Ｂにおいて例証されたコネクタ１６０のような垂直のコネクタ
として代りにレセプタクルコネクタ１１０を構築することができることである。例えば、
電力コネクタセンブリ１６２は、コネクタ１１２のような電気部品に結合される垂直のコ
ネクタ１６０を有する。コネクタ１６０は、上に記述されるような基板１４４に対して、
直角のヘッダコネクタ１１２がそのマウンティング端部で結合して示される一方で、基板
１６４に対するマウンティング端部で結合されて示されている。コネクタ１１２および１
６０が電気コネクタ組立体１６２を提供するために結合するときは、コネクタ１１２およ
び１６０に取付けられたときに、基板１６４および１４４は、相互に関して直角に延びる
。垂直のレセプタクルコネクタ１６０は、図１０Ａ－Ｄ、および図１４Ａ－Ｄに対するさ
らなる参照によって今や記述される。
【００７２】
　図１４Ａ－Ｄに対する当初の参照によって、垂直のレセプタクルコネクタ１６０は、上
に記述された直角レセプタクルハウジング１１４に関して上に記述されるように、一般に
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構築することができるレセプタクルコネクタハウジング１６７を有する。したがって、ハ
ウジング１６７は、長手方向に細長く、さらに、前方端部１７０および対向する後方端部
１７２、頂部端部１７４および対向する底部端部１７６、および対向する端部壁１７８を
画定する。前方端部１７０は、電力接点の結合端部を受けるように構成された第１結合端
部１７７、および電気信号接点の結合端部を受けるように構成された第２結合端部１７９
を画定する。換言すれば、前方端部１７０は、コネクタ１６０の結合インターフェースを
画定する。レセプタクルコネクタ１６０が、垂直のコネクタであるので、後方端部１７２
は、プリント配線回路用基板のような基礎となる基板とインターフェース接続するように
構成されるコネクタ１６０のマウンティングインターフェースを画定する。複数の垂直デ
ィバイダ１８１は、底部端部１７６から開口１７７内に延び、ディバイダ１１３に関して
上に記述された方法で構築される。したがって、ディバイダ１８１は、図９Ａ－Ｂにおい
て例証された、直角ヘッダコネクタ１１２のような補完的コネクタの対応するブレード接
点を受けるように構成されるガイドを提供する。　さらに図９Ａ－Ｂを参照して、ハウジ
ング１６７は、高くしたハウジング部１８８、およびこの高くしたハウジング部１８８か
ら前方に延びる、くぼんだ首部１９０を有する。
【００７３】
高くしたハウジング部１８８は、直角ヘッダコネクタ１１２のポケット１１９内に受けら
れるように構成されたタブ１８９を有することができる。代りに、ヘッダコネクタ１１２
は、タブを有することができ、さらに、垂直レセプタクルコネクタ１６０は、スロットを
有することができる。この点では、認識されるべきことは、結合する２つのあらゆるコネ
クタも、タブ１８９およびポケット１１９に類似して構成されたインターロッキングタブ
およびスロットを有することができるということである。
【００７４】
　ハウジング１６７の頂部および底部端部１７４および１７６は、垂直にそれを通って延
びる換気窓１８４および１８６の１対の長手方向に延びる列１８０および１８２を有する
。ハウジング１６７の頂部端部１７４を通って延びる窓１８４が、ハウジング１６７の底
部端部１７６によって延びる窓１８４と整列するように、換気窓１８４の列１８０は、換
気窓１８６の列１８２に関して前方に間隔をおかれる。換気窓１８６は、さらに長手方向
に細長く、ハウジング１６７の頂部および底部端部１７４および１７６を通って横断方向
に（または垂直に）延びる。換気窓１８６は、さらに長手方向に細長く、しかし、窓１８
４よりも相互からさらに長手方向に間隔をおかれる。ハウジング１６７の頂部端部１７４
を通って延びる窓１８６が、ハウジングの底部端部１７６を通って延びる窓１８６と整列
されるように、窓１８６は、ハウジング１６７の頂部および底部端部１７４および１７６
を通って横断方向に（または垂直に）延びる。ハウジング１２４は、ハウジング１６７の
端部壁を通って水平に延びる窓１８７をさらに有する。
【００７５】
　さらに今度は図１０Ａ－Ｄを参照して、ハウジング１６７は、さらに、それぞれ、頂部
および底部列１９６および１９８内に配置された複数の垂直のレセプタクル電力接点１９
１を保持する。各電力接点１９１は、同一に構成することができ、さらに主本体部分２０
０と、この本体部分２００の一端に配置され、基板に取付けるように構成された、横方向
に延びるマウンティング端部２０２と、本体部分２００の対向する端部に配置された結合
端部２０４とを有する。マウンティング端部、または尾部２０２は、ハンダ尾部（かつ、
それに接続されたハンダボールを有してことができる）、針の目のプレス嵌めピン、また
はＰＣＢに取付けるために適したあらゆる代りの構成、として提供することができる。例
証される実施例において、１つより大きいか、または等しい、あらゆる数の（例えば、少
なくとも２つの、少なくとも３つの、または４以上の）分離尾部の任意の数が、熟考され
るけれどもマウンティング端部２０２は、４つの分離した尾部２０３を有する。
【００７６】
　１つの実施例に従って、接点１９１は、コネクタハウジング１６７における前方端部設
置される。換言すれば、この実施例に従って、接点１９１は、後方端部１７２に向う方向
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に、ハウジング１６７の前方端部１７０内に挿入される。コネクタ１６０は、７０ｍｍと
９０ｍｍの間、およびそれを有して、例えば７５ｍｍ、８５ｍｍ、８８ｍｍ、またはあら
ゆる代りの所望の距離のあらゆる長手方向の寸法を有することができる。コネクタ１６０
の、横方向の、または水平の寸法は、１０ｍｍと２５ｍｍの間、例えば、ほぼ１５．５ｍ
ｍであることができる。横方向、または垂直の、コネクタ１６０の寸法、または高さは、
５ｍｍと１２ｍｍとの間、または６ｍｍと８ｍｍとの間、ほぼ７ｍｍとほぼ７．５ｍｍの
間に、例えば、第１電力接点の第１列および第２電力接点の第２列を介してスロットに垂
直に通過する想像線に沿って、あることができる。もちろん、コネクタは、これらの寸法
に限定されるように、解釈されるべきではきない。さらに認識されるべきであるのは、電
気接点は、直角レセプタクルコネクタ１６０に関して、ここに記述された方法で垂直ヘッ
ダコネクタ内に前方端部設置することができるということである。垂直コネクタ、または
直角コネクタの高さは、５ｍｍ、　５．１ｍｍ、　５．２ｍｍ、　５．３ｍｍ、　５．４
ｍｍ、　５．５ｍｍ、　５．６ｍｍ、　５．７ｍｍ、　５．８ｍｍ、　５．９ｍｍ、　６
ｍｍ、　６．１ｍｍ、　６．２ｍｍ、　６．３ｍｍ、　６．４ｍｍ、　６．４ｍｍ、　６
．５ｍｍ、　６．６ｍｍ、　６．７ｍｍ、　６．８ｍｍ、　６．９ｍｍ、　７ｍｍ、　７
．１ｍｍ、　７．２ｍｍ、　７．３ｍｍ、　７．４ｍｍ、　７．５ｍｍ、　７．６ｍｍ、
　７．７ｍｍ、　７．８ｍｍ、　７．９ｍｍ、　８ｍｍ、　８．１ｍｍ、　８．２ｍｍ、
　８．３ｍｍ、　８．４ｍｍ、　８．５ｍｍ、　８．６ｍｍ、　８．７ｍｍ、　８．８ｍ
ｍ、および８．９ｍｍである。
【００７７】
　列１９６および１９８は、横断方向に、所望のあらゆる距離、例えば、ほぼ１．１およ
び２．１ｍｍ、対向する列において対向する接点結合面から測定された距離、またはギャ
ップ、または対向する列を横切って尾部から尾部を測定した距離、スロットに対して平行
に、別々に間隔をおくことができる。例えば、結合するギャップは、約１．１ｍｍであり
、さらに、尾部ギャップは約２．１ｍｍであることができる。別の方法を述べると、電力
接点厚さは約０．６ｍｍであるので、尾部２０２の列１９６と１９８との間の尾部ギャッ
プは、約２．７ｍｍの中心間ピッチ上にあることができる。与えられた列の電気接点１９
１の尾部２０２は、コネクタ受入れスロットと平行な共通の尾部中心線に沿った対向した
尾部表面から測定された距離、またはギャップによって、所望のようなあらゆる距離でも
別々に、例えばほぼ１．８ｍｍ間隔をおくことができる。別のやり方を述べると、尾部７
０は、約２．５ｍｍの中心間ピッチ上にあることができる。
【００７８】
　垂直に整列した電力接点１９１の結合端部２０４は、電力ＰＣＢカードエッジ、電気ヘ
ッダコネクタ、または同種のもののような、結合する電気装置に電気接点（例えば、ブレ
ード接点）をその間に受けるように構成される。その結合する端部２０４は、しかしなが
ら、４つの分離したブレード２０６を有し、１つより大きい（例えば、少なくとも２つ、
少なくとも３つ、または４つ以上）か、または等しいあらゆる数の分離したブレードの数
が、熟考される。例証される実施例において、分離したブレード２０６は、下部の結合端
部２０４の分離ブレード２０６と整列される。垂直に整列された分離した接点ブレード２
０６は、その間に配置された接点受入れスペース２０７を画定するように横断方向に相互
から離れて張り出す。
【００７９】
接点受入れスペース２０７は、電力ＰＣＢカードエッジ、電気ヘッダ接点、または同種の
もののような、結合する電気装置に横方向に沿って電気接点をその間に（例えば、ブレー
ド接点）受けるように構成される。接点受入れスペース２０７が、マウンティング端部２
０２に関して平行に延びるので、接点１９１は、垂直の接点と呼ぶことができる。
【００８０】
　図１１Ａ－Ｂに関して、各接点１９１のマウンティング端部２０２は、それぞれ、隣接
した尾部２０３間の位置で接点１９１の後方端部内に延びる、一般に長方形か、または代
りに形作られた整列ポケット２０９を有することができる。接点１９１は、それぞれ、接
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点１９１の対向する横方向端部の後方端部において形成された１対のＬ－形の、または代
りに形作られた凹部２１１をさらに有することができる。コネクタハウジング１６７は、
接点１９１がハウジング１６７内に搭載されるときに、内側ポケット２０９に適合するた
めに位置され、寸法どりされた補足的な一般に長方形の整列突出部２１３を有することが
できる。突出部２１３は、接点１９１がハウジング１６７内に搭載された後、ハウジング
１６７内に接点１９１間の相対的移動を制限するように、ポケット２０９と係合する。ハ
ウジング１６７は、さらに、接点１９６が接点１９１とハウジング１６７との間の相対的
移動を制限するためにハウジング１６７に搭載されるときに、凹部２１１と係合するため
に位置され、寸法どりされたＬ－形の整列突出部２１５をさらに有している。
【００８１】
　図１１Ｃ－Ｄを参照して、代りの実施例は、接点１９１に関して上に記述されているよ
うに、通常に構成された１対の接点１９１’を示しているが、１対の横方向に分離された
半分に分割されたように示している。したがって、各接点１９１’主本体部分２００’、
本体部分２００’の一方端に配置され、さらに基板に取付くように構成された、横方向に
延びるマウンティング端部２０２’、および、本体部分’２００の対向する端部に配置さ
れた結合端部２０４’。例証された実施例において、マウンティング端部２０２’は、４
つの尾部２０３’を有するが、１より大きい（例えば、少なくとも２つの、少なくとも３
つの、または４つ以上）か、または１に等しい、あらゆる数の分離ブレードが、熟考され
る。結合端部２０４’は、４つの分離したブレード’２０６’有するが、１つより多い（
例えば、少なくとも２つの、少なくとも３つの、または４つ以上）か、または等しい分離
したブレードのあらゆる数が、熟考される。２つの単一対応バス２９６の対応する１つに
取付けられた　２対の接点尾部２０３’のそれぞれを備えた第１電力接点１９１は、２対
の接点尾部２０３’を有することができる。図１１Ｃに示されるように、２つの単一の対
応するバス２９６は、水平パネル７１Ａによって相互に電気的に接続することができ、ま
たは相互から電気的に絶縁することもできる。分離したブレード２０６’は、それぞれ、
水平パネル７１Ａから延びることができる。接点尾部２０３’は、均等に、スロット、エ
ッジカード、または接点受入れスペース２０７（図１２Ａ）に平行な方向に沿って相互か
ら別に間隔をおくことができる。
【００８２】
　代りに、図１１Ｃ－Ｄに例証されるように、１対のＬ－形の、または代りに形作られた
凹部２１１’は、例えば、接点が、１対の尾部を有し、かつ、したがって、４つの尾部を
有する接点として横方向寸法の半分を有するときに、接点１９１’の後方端部に、横方向
に対向して外方端部で、形成することができる。したがって、接点１９１’が並んで位置
するときに、隣接する凹部２１１’は、ポケット２０９に関して上に記述されたように、
ほぼ寸法どりされ、形つくられた長方形のポケットを形成するように組合わさり、したが
って、長方形の突出部２１３を受けるように寸法どりされ、形づくられる。
【００８３】
　さらに、接点１９６および１９８、ならびにハウジング１６７は、一旦その接点が、ハ
ウジングに搭載されてしまうと、その接点がハウジング１６７の前方から不注意で取り除
かれるのを防止する係合構造を有している。
【００８４】
　例えば、図１０Ａ－Ｄを再度参照して、接点１９１は、それぞれ、主本体部分２００か
ら横断方向外方に延びるラッチ２０８の形で、係合部材２１７を有する。したがって、接
点１９１の上部列１９６のラッチ２０８は、上方に突出し、さらに、接点１９１の下部列
１９８のラッチ２０８は、下方に突出している。このラッチ２０８は、コネクタハウジン
グ１６７において形成されたキャッチ２１０（図１２Ａ参照）の形である補完的な係合部
材２１９と結合するように構成される。ラッチ２０８は、本体部分２００から外方に突出
する１つまたはそれ以上のかかり２１２、および、このかかり２１２から横方向、後方向
に沿った本体部分２００に向って延びるカム面２０６を有する。
【００８５】
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　今度は図１２Ａを参照して、コネクタハウジング１６７は、後方に延びる上部および下
部アーム２１６および２１８の形のキャッチ２１０を有することができる。上部アーム２
１６は、コネクタハウジング１６７の頂部端部において形成された窓１８６を介して下延
びることができ、さらに、下部アーム２１８は、コネクタハウジング１６７の底部端部に
おいて形成された窓１８６から延びる。上部の１９６、下部列１９６および１９８がそれ
ぞれ、接点１９１に、ハウジング１６７の前方端部１７０によって後方に差し込まれると
ともに、（上部および下部アーム２１６および２１８の末端部は、柔軟で、さらにラッチ
２０８のカム面２０６をカム作用するように構成される。一旦、第１電力接点１９６およ
び第２電力接点１９８が、ハウジング１６７からの接点の不注意な除去を防止するように
、それぞれの第１列および第２列におけるハウジング１６７内に完全に搭載されると、ア
ーム２１６および２１８の末端部は、それぞれのかかり２１２と係合する。
【００８６】
　今度は図１２Ｂ－Ｃを参照して、第１電力接点１９６は、個々のそれぞれの水平パネル
７１Ａの上におけるラッチ２０８、または凹部２２０のような、水平パネル７１Ａおよび
パネル係合部材を有することができる。ラッチ２０８、または凹部２２０のようなパネル
係合部材は、コネクタハウジング１６７に関して第１電力接点１９６および第２電力接点
１９８を保持するようにコネクタハウジング１６７上において、上部および下部アーム２
１６および２１６のような補完的なハウジング係合部材２１８、または換気窓１８６（図
１３Ｂ）と係合する。ハウジング係合部材がラッチである場合、補完的なハウジング係合
部材は、コネクタハウジング１６７によって画定された、それぞれの換気窓１８６（図１
３Ｂ）内に位置する。例えば、コネクタハウジング１６７は、ラッチ機構を有することが
でき、また、接点１９６および１９８は、キャッチ機構を有することができる。特に、接
点の上部列１９６は、下に延び、さらに上部接点１９１の上部表面内に、またはそれを通
って、凹部２２０を画定することができる。同様に、接点１９１の下部列１９８は、下部
接点１９１の下部部分の下方に、さらには、内方に、またはそれを介して、延びる凹部２
２０を画定することができる。
【００８７】
　上部および下部アーム２１６および２１８は、それぞれ、コネクタハウジング１６７に
アーム２１６および２１８の末端部から内方に延びる突出部を有することができる。
【００８８】
特に、突出部２２４は、アーム２１６の末端部で、上部アーム２１６の内部表面から下降
して延びることができる。同様に、突出部２２４は、下部アーム２１８の内部表面および
アーム２１８の末端部から上昇して延びることができる。凹部２２０は、接点１９１がコ
ネクタハウジング１６７内に前方端部設置されるときに、突出部が、凹部２２０内に挿入
されるように、突出部２２４よりわずかに大きく寸法どりすることができる。
【００８９】
　今度は図１３Ａ－Ｄを参照して、接点１９１およびハウジング１６７は、代りの実施例
に従って、それぞれ構築された補完的な係合部材２２５および２２７を画定することがで
きる。特に、接点１９１は、それぞれ、接点本体２００を介して垂直に延びる開口２３０
を有する。コネクタハウジング１６７の上部および下部アーム２１６および２１８は、そ
れぞれ、アーム２１６および２１８の末端部から横断方向内方に延びる突出部２３４を有
することができる。特に、突出部２３４は、アーム２１６の末端部で、上部アーム２１６
の下部表面から下降して延びることができる。同様に、突出部２３４は、アーム２１８の
末端部で、下部アーム２１８の上部表面から上昇して延びることができる。開口２３０は
、接点１９１がコネクタハウジング１６７内に搭載されるときに、突出部が開口２３０に
挿入されるように突出部２３４よりも僅かに大きく寸法どりすることができる。代りに、
開口は、アーム２１６および２１８を介して延びることができ、さらに、突出部は、接点
１９６および１９８がコネクタハウジング１６７に搭載されるときに、開口内に延びる接
点１９６および１９８から延びることができる。
【００９０】
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　ハウジング１６７のようなコネクタハウジング内に、接点１９１のような電力接点を搭
載するときに、上に記述されたあらゆる係合機構を使用することができることは認識され
るべきである。１つの方法に従って、接点１９１は、接点１９１の係合部材がハウジング
１６７の補完的な係合部材と係合するまで、ハウジング１６７の前方端部１７０に接点を
設置することにより、ハウジング１６７内に搭載することができる。接点１９１の係合端
部２０４は、一旦、接点が搭載されていると、接点がハウジングの前方から不注意に取り
除かれるのを防止するために、接点１９１仲間の係合部材２１７がハウジング１６７の補
完的な係合部材２１９と係合するときに、コネクタハウジング１６７の係合端部１７０に
配置される。
【００９１】
　今度はさらに図１５Ａ－Ｂを参照して、ハウジング１６７は、さらに、上部および下部
の列１９７および１９９内にそれぞれ配置された信号接点２２１を保持することができる
。信号接点２２１は、コネクタ９２（図４Ａ－Ｄにおいて示される）に関して上に記述さ
れたようなコネクタ１６０に沿ってあらゆるところに構築し位置することができる。コネ
クタハウジング１６７の底壁１７６は、接点２２１の上部および下部の列１９７および１
９９に対応する第１および第２の長手方向に延びる列２４１および２４３に沿ってそれぞ
れ延びる複数のＴ－形の開口２４０を有する。開口２４０は、対応するマウンティング尾
部２４７が、ハウジング１６７の下に延びて、さらに、例えば、基板の電気トレースに接
続するように構成されるように、底部壁１７６を通って垂直に延びて、信号接点１９７お
よび１９９のマウンティング端部２４５を受けるように構成される。
【００９２】
開口２４０は、マウンティング端部が、針の目のプレス嵌め尾部として、または垂直の信
号ハンダ尾部として構成されるいずれかの信号接点のマウンティング端部を受けるように
構成される。例証されるように、マウンティング尾部は、例えば横方向に関して相互から
オフセットされる。
【００９３】
　今度は図１６Ａ－Ｂを参照して、垂直のレセプタクルコネクタ１６０は、電気部品に接
続することができる。この電気部品は、ドータカードのカードエッジ２５０として提供さ
れるプラグ接点であり、それはパワーカード２５２として提供することができる。
【００９４】
カードエッジ２５０は、上部の電気プラグ接点２５４、およびコネクタ１６０の電力接点
と係合するように寸法どりされ、一定間隔で配置された上部の電気接点と整列される下部
の電気プラグ接点を有する。したがって、コネクタ１６０は、電力接点１９１が図１２Ａ
に例証された接点受入れスペース２０７におけるカードエッジを受けるように、信号接点
２２１を欠いていることがあり得る。カードエッジ２５０の上部および下部の接点は、上
部および下部の接点間に配置された誘電材料２５１によって相互から電気的に絶縁される
。したがって、カードエッジ２５０が接点受入れスペース２０７内に挿入されるときに、
上部列１９６および上部接点２５４の電力接点１９１は、コネクタ組立体において相互に
電気的に接続されることは、認識されるべきであり、さらに、下部列１９８の電力接点１
９１およびカードエッジ２５０の下部の接点は、しかしながら、上部列１９６の電力接点
１９１は、下部列１９８の電力接点１９１から電気的に絶縁される。例えば、電気導電材
料を通る直流電気通路は、上部列１９６の接点１９１と下部列１９８の接点１９１（また
は整列した接点１９１）との間で確立することはできない。
【００９５】
　明らかであることは、なお、大気／室温からの３０Ｃの温度上昇で並んで配置された、
図１Ａ－Ｂに関して上に記述されたタイプの４つの接点用の３８Ａと比較して、電流の４
８アンペア（Ａ）は、なお、大気／室温から３０Ｃの温度上昇でここに例証され記述され
たタイプの４本のビーム電力接点を通って流れることができ（例えば、図２Ｂおよび１０
Ｄで）ることである。この電流は、２４の電力接点を有する１列コネクタ内において決定
されたが、しかしながら、電流量は、与えられた列の接点の数が、増加または減少しなが
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ら、決定された電流量からほぼ逸脱させるようには予想されないことは認識されるべきで
ある。
【００９６】
　電流の３５Ａは、（例えば、図２Ｂにおいて例証された接点３４、３６、図１０Ｄにお
いて例証された接点１９１）ここに例証され、かつ記述されたタイプの４本のビーム接点
を通じて流れることができ、静止の大気／室温から３０°Ｃの温度上昇で図１Ａ－Ｂに関
して上に記述されたタイプの４つの接点用の２９Ａと比較して、静止の大気／室温からの
３０°Ｃの温度上昇でここに記述したことは、さらに知られている。この電流は、４８の
電力接点（各列において、２４個の電力接点）がある２列コネクタにおいて決定され、し
かしながら、与えられた列において増加または減少をほぼ逸脱させるように電流量が予想
されないことは認識されるべきである。
【００９７】
　代りの方法を述べて、ここに記述された実施例の１つの列コネクタを有している電力接
点は、３０℃のセ氏度温度上昇（気流なし）で約１２０アンペア／線形インチ、すなわち
（４８Ａ／１０．１６ｍｍ）ｘ（２５．４ｍｍ／線形インチ）＝１２０アンペア／線形イ
ンチ）（２．５４ｃｍ）の電流密度を達成する。２列の電力接点が熱を増加させ、それは
Ｔ－上昇に悪影響を及ぼす。２列について、電流密度は、３０℃のＴ－上昇の約１８０～
２３０アンペア／線形インチである。線形インチは、例証される実施例において長手方向
に沿って延びる。これは、図１Ａ－Ｂ、すなわち、（３８Ａ／１０．１６ｍｍ）ｘ（２５
．４ｍｍ／線形インチ）＝９５アンペア／線形インチ）において示される既存の先行技術
コネクタに比べてほぼ２６パーセントあるいは２５アンペアの改良である。
【００９８】
認識されるべきことは、ここに記述されたタイプのコネクタは、９６アンペア／線形イン
チおよび１４０アンペア／線形インチの間の、および、９７アンペア／線形インチ、９８
アンペア／線形インチ、９９アンペア／線形インチ、１００アンペア／線形インチ、１０
１アンペア／線形インチ、およびあらゆるレベルまで、１つ、１３０台のアンプ／線形イ
ンチ、１３５アンペア／線形インチ、１３６アンペア／線形インチ、１３７アンペア／線
形インチ、１３８アンペア／線形インチ、および１３９アンペア／線形インチを含むこと
である。
【００９９】
　ここに記述されたタイプのレセプタクル電力接点によって達成された、増加した電流密
度は、ハウジング３２、１１４および１６７のような薄型コネクタハウジングにおいて提
供され、それは、電力接点が、プリント配線回路用基板上のハウジングによって占められ
た実領域の増加なしに、およびさらにカードピッチの増加なしに、より高い電流密度を提
供することを可能にする。いくつかの実施例では、コネクタが従来の電力コネクタより大
きな接点密度を持っている間に、コネクタハウジングは従来のコネクタハウジングより小
さい。例えば、上に記述するように、電気接点の厚さは０．６ｍｍである。
【０１００】
　認識されるべきことは、組立体１３７および組立体１６２のような電力コネクタ組立体
、そして、特には、組立体の電力レセプタクルコネクタを操作する方法は、電力レアセプ
タクルコネクタを提供することと、基板に対する電力レセプタクルコネクタの電力接点の
マウンティング尾部を取付けることと、プリント配線回路用基板のように、ヘッダコネク
タ１１２のように、ヘッダコネクタのプラグ接点を受けることと、または電気的に絶縁さ
れた上部および下部の電力レセプタクル接点によって画定された　接点受入れスペースの
カードエッジ２５０のようなカードエッジの、約１２０アンペア／線形インチの電流密度
でレセプタクルコネクタの電力接点を通って、電流を駆動することと、のステップを有す
ることができることである。
【０１０１】
　先の記述は説明の目的で提供され、この発明の限定として解釈することはできない。
【０１０２】
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この発明は、好ましい実施例に関して記述されたか、方法を好んだ一方、ここに使用され
た言葉が内容表示文言ではなく、記述と実施例の言葉であることが理解される。
【０１０３】
さらに、この発明は、特別の構造、方法および実施例に関してここに記述されたが、この
発明は、発明が、追加された請求項の範囲内の構造、方法および用途まで及ぶので、ここ
に示された詳細に限定されたようには意図されない。さらに、もし他の方法で示されなか
ったならば、他のすべての実施例において、１つまたはそれ以上の実施例に関して上に記
述された構造および機構を有することができることは認識されるべきである。この明細書
の教示の利益を有する関連ある技術に熟練している者は、ここに記述されるような発明に
対する多数の修正を達成することができ、さらに、その変更は、追加された請求項によっ
て画定されるようなこの発明の範囲および精神から逸脱されずに行うことができる。
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